
社
会
福
祉
施
設・事
業
所
に
と
っ
て
、
福

祉
人
材
の
確
保
・
定
着
・
育
成
は
焦
眉
の
課

題
で
す
。
京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
、

「
本
会
」
と
い
う
）
で
も
第
４
次
中
期
計
画

（
2
0
1
5
年
度
～
2
0
1
9
年
度
）
の
柱

の
一
つ
に
、
そ
の
課
題
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

学
生
や
未
経
験
者
が
職
場
を
選
択
す
る

際
の
大
き
な
指
標
の
一
つ
が
、「
就
職
後
の

人
材
育
成
の
体
制
」で
す
。
求
職
者
に
選
ば

れ
る
事
業
所
に
な
る
た
め
に
は
、
人
材
育

成
を
進
め
る
職
員
の
育
成
が
不
可
欠
で
す
。

ま
た
、
職
員
が
退
職
す
る
理
由
の
大
き

な
一
つ
が
、「
職
場
の
人
間
関
係
」
で
す
。　

　福祉現場での教育・研修体制について「具体的にどう指導していいかわからない」
との声も多く、人材育成をすすめる職員の育成や支援が求められています。人材育成
を担う職員を育成するため、今回紹介する「スーパーバイザー養成研修」のほか「OJT
リーダー」「職場研修担当リーダー」の３つの研修を実施しています。本研修における

「スーパーバイザー」とは、職員に対し、指導・教育・評価などを行う役割を担う人の
ことをいいます。

「
学
び
と
実
践
の
繰
り
返
し
で
知
識
と
技
術
を

  

習
得
す
る
」
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム

研
修
後
の
修
了
者
の
姿

福
祉
職
員
の
資
質
向
上
を
目
指
し
て

今
後
も
本
研
修
を
通
し
て
福
祉
・
介
護

人
材
の
定
着・育
成
を
推
進
し
、
効
果
的
な

研
修
と
な
る
よ
う
講
師
と
綿
密
に
打
ち
合

わ
せ
を
し
な
が
ら
、
京
都
府
内
の
福
祉
施

設
・
事
業
所
の
組
織
力
が
向
上
す
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。
本
会
と
福
祉
職
場
が
一

丸
と
な
っ
て
福
祉
人
材
の
育
成
基
盤
を
築

け
る
よ
う
、
今
後
も
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

本
研
修
の
特
徴
と
し
て
、
き
め
細
か
な

対
応
が
で
き
る
よ
う
受
講
定
員
を
20
名
と

限
定
し
、
約
１
ヵ
月
に
１
回
ず
つ
合
計
４

日
間
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
受
講
者

は
、
研
修
日
に
人
材
育
成
に
必
要
な
技
術

や
理
論
を
学
び
、
１
ヵ
月
後
の
次
の
研
修

日
ま
で
に
、「
職
場
や
地
域
、家
庭
の
中
で

毎
日
１
回
以
上
『
具
体
的
に
褒
め
る
』
を

実
施
す
る
」
と
い
っ
た
実
践
的
な
課
題
に

取
り
組
み
ま
す
。「
ど
の
よ
う
に
実
践
し
た

か
、
実
践
に
よ
る
効
果
や
影
響
な
ど
を
簡

潔
に
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
」
こ
と
を
繰

り
返
し
、
効
果
的
に
知
識
と
技
術
を
習
得

し
修
了
し
て
い
き
ま
す
。

修
了
者
か
ら
は
、「
実
践
課
題
が
あ
る
こ
と

で
研
修
期
間
中
に
常
に
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

を
意
識
で
き
た
」「
自
身
の
ス
キ
ル
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
」「
今
事
業
所
で
抱
え

て
い
る
課
題
に
直
結
す
る
内
容
だ
っ
た
」「
受

講
前
と
比
べ
て
行
動
が
変
わ
っ
た
。
自
ら
考

え
行
動
す
る
力
が
つ
い
た
と
実
感
し
て
い

る
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
大
き
な
特
徴
は
、
受
講
修

了
後
に
、「
演
習
補
助
者
」
と
し
て
研
修
に

参
加
し
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
で
き
る
こ

と
で
す
。
毎
年
、多
く
の
修
了
者
が
「
演
習

補
助
者
」
と
し
て
、
後
輩
受
講
者
を
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ズ
し
て
い
ま
す
。
実
践
の
場
で

気
づ
い
た
こ
と
を
受
講
者
に
還
元
す
る
な

ど
の
支
援
を
通
し
て
、
自
分
自
身
が
大
き

な
学
び
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、上
級

職
場
の
中
で
、
一
人
一
人
の
職
員
が
認

め
ら
れ
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら

れ
る
環
境
を
作
れ
ば
、
人
材
の
流
出
は
避

け
ら
れ
ま
す
。

本
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修
で
は

主
に
リ
ー
ダ
ー
層
や
指
導
的
立
場
の
職
員

が
受
講
し
、
他
の
職
員
に
対
し
、
自
ら
方

針
を
決
定
、
行
動
し
、
そ
の
結
果
や
成
果

に
責
任
を
持
て
る
よ
う
に
支
援
す
る
方
法

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修
修
了
者
が

研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
自
主
的
に
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
実
施
す
る
な
ど
、
自

主
研
修
（
Ｓ
Ｄ
Ｓ
）
を
通
し
て
、人
材
育
成

の
底
上
げ
を
図
る
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

本
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
し
、
発
展

さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
各
福
祉
職
場
の
Ｏ

Ｊ
Ｔ
が
更
に
進
む
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

を
学
び
ま
す
。

本
研
修
の
講
師
は
、
平
成
22
年
度
か
ら

眞
辺
一
範
氏
（
株
式
会
社
ふ
く
な
か
ま

ジ
ャ
パ
ン
）
に
お
願
い
し
、
延
べ
2
4
5

名
（
1
9
3
施
設
）
が
修
了
さ
れ
て
い
ま

す
。
研
修
は
、初
級
（
毎
年
開
催
）、中
級

（
隔
年
開
催
）、
上
級
（
４
年
毎
に
開
催
）

と
段
階
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
職
場
の
人
材
育
成
を
支
援
す
る

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修

職場の人材育成を支援する

スーパーバイザー
養 成 研 修

研修名 研修のねらい（主な内容）

スーパーバイザー
養成研修

スーパービジョンを職場支援体制として活用できる援助技術と位置づけ、
スーパービジョンの基礎的知識や技術を学ぶことにより、福祉の職場の
人材を支え育成するリーダーを養成する。

中　級
スーパーバイザー

養成研修

施設内のスーパービジョンシステムの確立をめざし、スーパーバイザー
養成研修を修了したものを対象に、事例検討等を学ぶことにより、中核
的な福祉人材の養成を図る。

上　級
スーパーバイザー

養成研修

スーパーバイザーを育てる技術を学び、組織を動かすスーパービジョン
を身につける。

5 京都の福祉 ● 577 4京都の福祉 ● 577




